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２
０
２
５
年
は
、
昭
和
１
０
０
年
、
量
子
力
学
誕
生

１
０
０
年
、
戦
後
80
年
と
い
う
歴
史
的
に
も
重
要
な
節

目
の
年
で
あ
る
。 

私
は
、
１
９
４
１
年
12
月
１
日
の
生
ま
れ
で
、
例
の

真
珠
湾
開
戦
の
１
週
間
前
で
あ
る
。
３
歳
８
ヶ
月
で
終

戦
を
迎
え
、
戦
争
の
こ
と
は
全
く
記
憶
に
な
い
が
、
戦

後
の
混
乱
期
を
無
我
夢
中
で
生
き
延
び
た
と
い
う
記
憶

は
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
。 

日
本
に
は
、
平
安
時
代
に
書
か
れ
た
源
氏
物
語
に
由

来
す
る
、「
三
つ
子
の
魂
、百
ま
で
」と
い
う
諺
が
あ
る
。

「
三
つ
子
」
と
は
三
歳
を
示
す
が
、
正
確
な
年
齢
と
い

う
よ
り
幼
子
を
意
味
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
私
の
性

格
や
人
間
性
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

ヒ
ト
の
子
は
、
十
月
十
日
（
実
際
は
２
８
０
日
弱
）

母
親
の
体
内
で
育
ま
れ
、
臨
月
を
迎
え
る
と
、
母
親
の

体
内
か
ら
オ
ギ
ャ
ア
と
生
ま
れ
出
る
。
最
初
は
母
乳
や

育
児
用
ミ
ル
ク
で
育
ち
、
次
第
に
離
乳
食
に
変
わ
り
、

お
よ
そ
12
ヶ
月
で
二
足
歩
行
と
な
り
、
言
葉
を
話
す
よ

う
に
な
る
。
こ
の
時
期
に
、
す
で
に
相
手
の
心
を
読
ん

で
、
上
手
に
立
ち
回
る
こ
と
を
覚
え
る
。 

２
歳
、
３
歳
と
歳
を
重
ね
る
に
連
れ
て
、
親
、
兄
弟
、

周
辺
の
人
た
ち
と
意
思
の
疎
通
を
重
ね
な
が
ら
、愛
情
、

怨
念
、
誇
り
、
挫
折
、
友
好
、
支
配
欲
、
優
越
感
、
劣

等
感
、
恥
辱
心
な
ど
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス
の
中
で
、
挫

折
と
復
活
を
繰
り
返
し
な
が
ら
人
間
と
し
て
の
感
性
を

磨
い
て
ゆ
く
。 

小
学
校
に
入
学
す
る
頃
に
は
、
憧
れ
や
恋
心
な
ど
も

芽
生
え
る
。
そ
し
て
、
思
春
期
と
い
う
人
生
最
大
の
難

関
を
乗
り
越
え
て
、
一
人
前
の
大
人
に
成
長
す
る
。 

 

生
ま
れ
て
か
ら
３
歳
頃
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
は
記

憶
に
は
残
ら
な
い
が
、
そ
の
人
の
深
層
心
理
に
は
岩
盤

の
よ
う
に
蓄
積
し
て
、
性
格
や
人
間
性
に
強
く
影
響
す

る
。
こ
の
、
意
識
と
し
て
の
記
憶
に
残
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と
私
は
思
う
。
記
憶
に
あ

れ
ば
、
自
分
の
性
格
が
形
成
さ
れ
る
過
程
が
見
え
る
の

で
、
性
格
を
制
御
す
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
記
憶
に
な

け
れ
ば
制
御
し
よ
う
も
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、「
三
つ
子

の
魂
、
百
ま
で
」
の
諺
を
支
え
る
最
も
強
力
な
証
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。 

親
は
も
と
よ
り
、
周
辺
の
大
人
は
幼
児
期
の
子
供
に

溢
れ
る
よ
う
な
愛
情
を
注
ぎ
込
み
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
社
会
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
敢

え
て
集
団
生
活
な
ど
、
社
会
の
荒
波
に
触
れ
さ
せ
る
こ

と
も
大
切
だ
と
思
う
。
こ
の
時
期
の
手
抜
き
は
絶
対
に

許
さ
れ
な
い
。手
抜
き
・
虐
待
で
育
て
ら
れ
た
子
供
が
、

社
会
の
負
の
連
鎖
に
落
ち
込
ん
で
ゆ
く
事
例
が
散
見
さ

れ
る
。 

逆
に
、
こ
の
時
期
に
、「
蝶
よ
、
花
よ
」
と
何
の
ス
ト

レ
ス
も
与
え
ず
に
過
保
護
な
環
境
に
置
く
と
、
人
の
心

の
機
微
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
間
に
な
っ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
私
は
、
乳
幼
児
教
育
は
近
代

社
会
の
最
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思
う
。 

私
が
幼
少
期
を
過
ご
し
た
戦
中
か
ら
戦
後
の
混
乱
期

は
、
国
が
存
亡
の
危
機
に
あ
り
、
親
や
社
会
が
乳
幼
児

に
対
し
特
段
の
気
を
配
る
ゆ
と
り
は
な
か
っ
た
。
こ
の

時
代
か
ら
団
塊
の
世
代
の
乳
幼
児
た
ち
は
、
放
り
っ
ぱ

な
し
に
さ
れ
な
が
ら
、
大
人
た
ち
が
懸
命
に
働
い
て
い

る
様
子
を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
、
自
分
達
の
生
き
伸
び

る
力
を
自
然
と
身
に
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

こ
れ
ら
の
世
代
の
頑
張
り
に
よ
っ
て
、
戦
後
の
復
興

は
果
た
さ
れ
、
高
度
経
済
成
長
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
を
経

て
、
さ
ら
に
格
差
社
会
へ
移
行
す
る
に
従
い
、
社
会
の

生
活
形
態
は
複
雑
か
つ
多
様
化
し
、
乳
幼
児
の
育
て
ら

れ
方
も
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。 

近
年
の
子
供
の
虐
待
や
、
若
年
層
の
衝
動
的
な
殺
人

事
件
の
多
発
は
、
日
本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
多

く
の
先
進
国
で
も
発
生
し
て
お
り
、
特
筆
さ
れ
る
べ
き

社
会
現
象
で
あ
る
。 



１
０
０
年
前
に
誕
生
し
た
量
子
力
学
は
、
生
命
科
学

の
世
界
に
革
命
的
な
進
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
生
命

の
誕
生
に
対
し
て
も
、
人
の
人
為
的
な
欲
望
が
入
り
込

む
余
地
さ
え
生
み
出
し
て
い
る
。 

情
報
伝
達
技
術
の
革
命
に
よ
り
、
世
界
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
一
つ
に
な
り
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
生
成
Å
Ⅰ
が
浸
透
す
る
時
代
に
な
っ
た
。
教
育
の

世
界
に
も
Å
Ⅰ
ロ
ボ
ッ
ト
が
介
入
し
始
め
て
い
て
、
こ

れ
か
ら
本
格
化
す
る
Å
Ⅰ
時
代
の
乳
幼
児
教
育
に
対
し

て
は
、
社
会
を
挙
げ
て
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。 

 


